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4 本書掲載の図面 。写真のうち、調査時の遺構 。遺物実測 。写真撮影の担当は以下の通りである。
忽那敬三・野崎貴博・岩崎志保・高田浩司・山本悦世 。本堂春生
5 報告書作成にあたっての主な担当は以下の通りである。













































































































































































































































代初頭にかけて用水路が遺跡全域に検出される (第3・ 6・15・ 12・ 19・27次他)ほか、第12次調査では、整備








古代には、条里関連の遺構として、坪境と推定される東西方向の大溝が検出されている (第1・ 3・ 6・ 7・
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(1)絹川一徳 1989「工学部校舎 (情報工学科棟・生物応用工学科棟)新営予定地」『岡山大学校内遺跡調査研究年報』6 1988年度
番号 時期 地区 平面形 断面形 規模 (mリ 底面標高(m)長 辺 短 辺 深 さ
1 AW06-19楕 円 皿形
2 折 冊 AX06- 隅丸長方形 U字形
折 世 AX06-31隅丸長方形 皿形 l
4 近 世 AX07-12楕 円 U字形
b.溝
番号 時期 断面形 規模 (m) 底面標高(m)幅 深 さ
U字形 04-10 01-06 165-17






7 古代 皿形 0.2-11 25
古 代 皿形 -015 01-015
9 中世 皿形 0 2 95
中世 皿形 07 0 2 95
11 中世 皿形 0 2 95




番号 時期 地区 平面形 断面形 規模 (m) 底面標高(m)長 辺 短 辺 深 さ
AX06-44楕 円
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溝 la。lbからはコンテナ (約28イκ)で3箱の遺物が出土した。その内訳は土器2箱・石器6点・木器 1点
である。調査時には溝 laとlbを三分せず、大まかに上層 。中層・下層の三つに分けた。遺物の出土が多 く
見られたのは中層であり溝lbの底にあたるものと考えられる。
土器 (図16)






















































図i5 溝 l・溝 2












図16 溝 1 出土遺物 1
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特徴 胎 土 色調 (内/外)
口 径 底 径 器 高
1 (内)横方向ナデ、(外)縦方向ハケロ、貼付突帯、指頭圧 微砂 、精 良
壷 (内)上半縦～斜めハケ、下半縦方向工具ナデ、底部押圧、(外)上部斜め磨き、刻日、屈曲部横磨き、下半縦方向磨き 傲砂 、精 艮






5 甕 (内)口縁ナデ、胴部横ハケ、一部縦ハケ(外)口縁横ナデ、胴部縦方向ハケ 微砂 、精 艮 淡褐～灰褐
甕 ? (内)ナデ、一部押圧、底面押圧、 (外)縦磨 き、底面押圧後、ナデ
7 発 内)不定方向ナデ、 (外)丁寧なナデ、底部押圧後ナデ、黒斑あ り 微砂、精良 淡橙～灰黒
甕 ? (内)押圧、ナデ、 (外)縦方向磨 き、底部ナデ 微砂、精良 淡燈/黒
高杯 摩滅 (内)横～斜め磨 き、ナデ、 しぼ り日、円盤充填痕跡 (外)口縁ナデ、縦磨 き後横磨 き 微砂、精良 黄褐/淡褐
墜減(内)脚端部横ナデ、縦方向磨き(外)脚端部横ナデ、縦方向箆削 り 微砂 、 精 旦 淡黄褐/淡灰黄褐







打製石庖丁 128 5 124.1 サヌカイト 刃部は細かい連続剥離による片面調整、背側は細かい剥離により刃潰 し加工施される、コーングロスによる(と思われる)光沢面が広範囲に広がる
打製石庖丁 (42.20) サヌカイ ト 端部のみのこる、背側 は刃潰 し加工、光沢面が広 く観察 される
石鏃 26 5 サヌカイト 凹基式
4 太型蛤刃石斧 (39 55) 細粒 閃緑岩 両刃、側縁 はほぼ平行、断面 は楕 円形
磨製石斧 (58 45) 粘板岩 (ホルンフェルス化) 直刃・片刃、刃部研磨
打製石斧 (石鍬) 1147 1397 閃緑岩 刃部・基部・側縁の加工は粗 い剥離による、表裏 とも原礫面のこす
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図:7 溝 i 出土遺物
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溝 6 b' 28m
図22溝5～7







































































0               1 0 cn
ヒ=========」L=========J(S=1/3)
番号 器種 特徴 胎土 色調口径 底径 器 高
1 須恵器・杯 9.2 口縁 1/6、身部 1/3残存。(内)回転ナデ、(外 )回転ナデ、底部は切 り離 し後未調整 微砂 灰 白
図23 溝8・出土遺物
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図24 溝 9～i4
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調査の記録
(S=1/150)
































図30 包含層の遺物 1:土器 !
フ




特徴 胎 土 色調 (内/外)口径 底径 器高
l 13層 縄文土器・深鉢 内)横方向磨 き、 (外)磨消縄文 (RL) 細砂～粗粒 暗茶/淡茶褐
2 13層縄文土器・深鉢 (内)(外)ともナデ、口縁部に縄文(LR)後、横方向の沈線 微 ～細 砂 暗茶褐色
3 13,膏縄文土器・深鉢 波状口縁、(内)押圧・ナデ(外)横方向のナデ、外面から穿孔(径0.7mm)あり。 測 砂 、祖 砂 多 淡褐色
4 13層縄文土器・深鉢 (内)(外)とも押圧・ナデ、外面の一部に縦方向のナデ痕。 細砂 茶褐色
5 13層 縄文土器・深鉢 波状口縁、 (内)(外)横方向の条痕、波頂部 に押圧 綱砂、粗砂 淡褐色/暗茶褐色
6 1lc層縄文土器・深鉢 (内)ていねいなナデ、突帯の内側には押圧痕、(外)磨消縄文、肥厚部の上位に沈線 微 砂 沐褐 灰角
7 13層縄文土器・深鉢 (内)上半斜め方向ナデ、下半横～斜め方向ナデ、(外)上半横方向ナデ後、波頂部に沈線、下半横～斜め方向ナデ、縦方向の沈線文、1/3弱残存 細砂 暗茶褐色
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ヒ=======ョ=ヨL=========J(S=1/3)
番号 層位 器種
法 量 (cm) 特徴 胎 土 色調 (内/外)
口 径 底 径 器 高
9‐10層 突帯文・深鉢 内)ナデ、 (外)ナデ、貼付突帯上 にD字形刻み 細砂 暗黒褐
10層 内 ナデ、(外)ナデ、貼付突帯上にD形刻み、突帯の仕上げは粗し 細 砂 暗褐/暗茶褐
11層 内 ナデ、 (外)口縁ナデ、貼付突帯上 に刻み、突帯下 に縦方向沈線文 細 砂 暗茶褐/茶褐
11層 縄文土器・浅S (内)ていねいなナデ、(外)ナデ 細 砂 暗褐/淡橙褐
1la‐b層 内 ていねいなナデ、(外)ナデ、口唇部に亥Uみ 細 砂 淡褐/暗茶褐
1lc層 縄文土器・深鉢 内 押圧・ナデ、 (外)ナデ 細 砂 、 ウ ンモ 暗 灰褐 /暗本
10_10b層 内 ナデ、 (外)ナデ、口縁下位 に押圧 細砂 淡橙褐
12層 内 ナデ、底部は押圧+ナデ、 (外)ナデ、1/2残存 細 砂 淡褐/淡橙
11層 縄文土器・深ζ 内 ナデ、器面荒れ、(外)ナデ、底部は押圧、1/3残存 糸田砂、粗砂 まじる 淡褐/淡橙～淡褐
8層 内 口縁ナデ、胴部上半、一部押圧後ナデ、 (外)横方向ナデ、1/6残存 微 砂 、精 艮 淡褐/橙
4層 土師質・椀 内 丁寧なナデ、 (外)ナデ、かな り摩滅、外底部ナデ、高台は貼付 け。1/4残 微 砂 乳 白
4c層 内 ナデ、 (外)ナデ、全体 に摩滅著 しい、1/5残 微 砂 、精 艮 淡橙
45層 内 (外)とも横方向のナデ、貼付 による庇の下～タト器面は煤著 しく付着 細砂、粗砂まじる 淡褐/淡褐～黒褐
4層 内 (外)ともに摩滅著 しく調整不明、突帯上部は押圧 微 砂
図3: 包含層の遺物2:土器 2
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S7 2区 11層 石鏃 14 10(1390) 0 サヌカイト凹基式
3区 11層 石鏃 20.3 サヌカイト凹基式
1区 8層 石 (22.00)(1710) サヌカイト 凹基式
共 2 側溝10‐1lb層 石 サヌカイト凹基式
4区 8層 石鏃 117 サヌカイト凹基式
S 2区 11層 石鏃 21 8 サヌカイト 式、五角形鏃
S 2区 4a-5層 石鏃 サヌカイト 平基式
共 1 10層 石鏃 (20 45) サヌカイト 平基式 ?
3区 10層 石鏃 サヌカイト凹基式
共 1 7層対応 石鏃 1.1 サヌカイト平基式
共 1 7層 石錐 (3775) 2 サヌカイ ト 岡側 隊 回 回両 坐 、策 部 lET回は変 形
S 1区 11層 スクレイパー 44 0 52 7 サヌカイト刃部状の加工は2辺にみ られる、 ともに両面調整
S 1区 13層 剥片石器 445 サヌカイト 両 lal加工 、細 か い連 続 烈1離
4区 all溝 石匙 46.5 61 2 77 22 9サヌカイト刃部は細かい剥離 により作出、片面調整、ツマ ミ状の小突起が片寄 って付 く
8・ 10層 楔形石器 22 1 サヌカイト 両極打法、下端部は両面 とも剥離、明瞭な剪断面はみ られなυ
S22 11層 剥片石器 ? 55.9 43 2 サヌカイ ト
図32 包含層の遺物3:石器 1
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調査の記録

























2区 側 溝 盤状剥片 ? 57 0 サヌカイト 原礫面のこす
1lc層 スクレイパー ? 粘板岩 (ホル ンフェルス化 ) 円礫 ?を打割 した剥片を加工 ?、 背佃1には刃潰 し状の剥離み られる
S254区 11層 スクレイパー サヌカイ 刃部は細かな連続剥離による、両面調整
S26 1層 剥片石器 7_1 サヌカイト 細かい剥離で刃部状 に加工、両面調整
c層 磨 裂 ?石斧 (75) 19 (ホルンフェルス
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rmm)重量 (g) 石材 特徴
4区 13層 大型蛤刃石斧 92 3 粘板岩 (ホルンフェルス化 ) 基部断面は楕円形、側縁 はほぼ平行、両刃
4区 13層 打製石斧 (石鍬 ) 流紋岩 刃部には使用による磨耗痕
3区 8b層 磨製石斧 (89.05)77.3 37 2 石英安山岩 刃部・片向は破損、惧1縁は加工 により面取 り
4区 1lc層 磨石 ?敲石 ? 流 紋 岩 下端 に敲打痕、全体的に磨れている印象あ り
l区 11層 石 棒 (65 65)(2310) 泥質片岩 四周破損、片面破損、残存する面は丁寧に弧状に加工
S33 1lc層 石錘 流紋岩質結品質凝灰岩 両端 を両面か ら打 ち欠 き縄掛 け部作 出
1lb層 石 錘 石英安山岩質凝灰角礫岩 両端 を両面か ら打 ち欠 き縄掛 け部作 出
S35 側溝 石鉾 ? 粘板岩 上下端 と一側縁 に縄掛 け部の候補 となる溝状の部位が存在
11層 石 錘 5.2 流紋岩質凝灰角礫岩 溝状の縄掛け部、裏面・下半部 は破損
41X 1lc′曽 石 皿 129 8113 1 1008 8 花向岩 上面はやや内湾 し、内側に凹む
1区 13層 敲 石 閃緑岩 下端 に敲打痕
13層 石 皿 136 65 235 5 流紋岩 外周付近 に細か く、浅い擦痕、ほとんどが同一方向
1区 13層 石 皿 2672 1 安山岩 擦痕の方向は一定 しない、中心部の磨れは強 く、磨 り面が凹むが、周縁部の磨れは弱い
図34 包含層の遺物5:石器 3
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4層 勾玉 (2030) 鶏 璃 片 回芽 すし、 小 型 、 刀口上 は J芋
番号 出土層位 器種
法量 (cm 特徴 胎土 色調 (内/外)
長 さ り享さ 厚 さ
Tl 4a層 管状土錘 管状土錘、全体ナデ、重量3.82微砂、精良 淡橙褐

























試料名  地点・層準 種類 前処理・調整 測定法






(%。)    (年BP)
暦年代 (西暦) 測定ヽ
(Beta―)
No 2 1400±50  -30.21310±50 交点 :cal AD 690
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放射性炭素年代測定
(2)δ13c測定値
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自然科学的分析







〔イネ科―タケ亜科〕メダケ節型 (メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (おもに
























8層 (試料1)と9層 (試料 2、 3)について分析を行った。その結果、これらの各層からイネが検出された。
このうち、弥生時代前期とされる8層 (試料1)では密度が2,100個/gと比較的低い値であり、縄文時代～弥生
時代とされる9層 (試料 2、 3)でも700個/gと低い値である。イネの密度が低い原因としては、前述のような
ことが考えられる。
4)E地点 (図38④)
8層 (試料1)から12層(試料7)までの層準について分析を行った。その結果、8層 (試料1)と9層 (試
料 2、 3)からイネが検出された。このうち、弥生時代前期とされる8層 (試料1)では密度が3,900個/gと比
較的高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。縄文時代～弥生時代
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植物珪酸体分析




エが含まれる)、 エノコログサ属型 (アワが含まれる)、 キビ属型 (キビが含まれる)、 ジュズダマ属 (ハトムギ






































イネ         Oryzα磁油
"(dOmestic rice)ヒエ属型     &力あ盪あa type
ヨシ属      物 滋s crCedl
ススキ属型    腕
“
″ルstype
メダケ節型    Pルあιrasルs sect.Mcねル
ネザサ節型    P麟あJasルs scct.NettM
クマザサ属型   助囮(ex∝pt― w)
ヤコザサ節型  Saw sed.
0.61
0.42                                               0.45    0。94
0.08    0.09    0.49    0.09
0.15    0.25    0.08    0。23    0.41    0.15    0.33    1.39
0.38    0.28    0.17    0.31    0。48 0。22    1.19    1.51
0.20    0.27    0.16    0.05    0.11    0.15    0.27    0.56
0,08    0.04    0.11    0.14    0.02    0.06    0.06    0.16
0.84 0。44 0。92
0,17
0.23   0.82    1.86    0。68    0。25
0.67    1。28    1.16   0.37   0.24
0.05    0.26    0.44    0.04    0.21
















イネ科      Galnheac(GaSSes)
イネ        0り"w物 (domcStiC五∝)ヒエ属型     &″
“
あα typc
キビ族型     Paniceae type
ヨシ属      動rag4滋s←eco



















タケ亜科     Bmbusoideac oambO。)
メダケ節型    P麟あルstts sect Mcあル
ネザサ節型    Pルあら s″ssed N¨w
クマザサ属型   助磁(cxCept均山 凛“)ミヤコザサ節型  助w sect.Mレa極av












その他のイネ科   Others
表皮毛起源    Husk httr origin
棒状珪酸体    Rod shaped
茎部起源     Stem origin
未分類等     Others
r海綿唇斜、    snn.σe 7 7
植物珪酸体総数  Totd 371     587     586     505     189
イネ        0りzα w′Jッ″(dOmcstic Hcc)1 0.62  0.21  0.211 1.15  0.20  0.22
旨3蜃型 脇段7島 | ∝450.461      ∝48
ススキ属型    腕
“
″Й″stype     1 0.09      0。 181     0.17
メダケ節型    Pルあら滋s″s scct.M`あた 1 0.89  1.16  0.751 0.15  0.55  0.68  0。16  0.09
ネザサ節型    Pルあら肱s″ssect Nem磁 1 0.13  0.82  0.871 0。5  0.56  0.56  0.37  0.47
クマザサ属 型   ル 磁 (cxCCPt Mレα腸"Sa)1     0・16  0.H1     0・10  0・11  0.H.04 0.09  0.15  0.07ヤコザサ節型  勁w sed.腕νab“磁   1 0.04  0.
メダケ節型    Pルあら stts sed崚 あル
ネザサ節型    Pたjοらルstts scct.N`れsα
クマザサ属型   勁w(cxCeptルリαbasa)
ミヤコザサ節型  助m sed.
34      44     47      21      14
57      44      39      47      75
8       8      13
9   8   6   19   1
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キビ族型D地点 3
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花粉分析
表4 花粉分析結果
分類群          _____―一          A地点      ___   C地点     D地点




































































7  13   8
3  23  26
1
1  10   4
1
1
1      1
2   1   2
2   5   3
8  11
6  10   5
23  50  42
1   1   3
28  66  6〕
26  100  03
1         1
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3   0
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11  34  24
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11  104  130
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Arruis,′              ヨモギ属            10  '3  21  11







Arboreal pollen           樹木花粉
Arboreal o Nonarbored P。1len     樹木・草本花粉
草本花粉
Total,ollen            花粉総数
102  303  ,73  51  224  212
3   4   6   0   3   1
98   131    171    50    114   170
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HeL血■ c鰤            寄生虫卵 ←) {→
明らかな消イヒ残漆
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自然科学的分析
1         
草 本花粉




































































赫花粉¬1  韓花粉  |
100%(花粉総数が基数)  


























































層位 色調 PH値 時期 Ti Al Mn ⅣIg K
黄褐色砂質 近世
黄褐色砂質 中世
黄褐色砂質 75 中世 0
淡黄灰色砂質 中世 0 22
淡黄灰色砂質 中世 0
明黄褐色砂質 7 59 69 0
黒褐色粘質 弥生前期 95
淡黄褐色砂質 縄文後期 1957 7 96 0 23 0 22
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所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特記事項
津島岡大遺跡
第 28 次
調 査 地 点
その他の
生産遺跡 縄文時代
土坑 1、 ビット多数 縄文土器、石器
田畑 弥生時代 焼± 1基、溝2条、水田畦畔 弥生土器
・石器 。木
製品
田畑 古墳時代 2条 須恵器・土師器 漏増製勾玉1点
田畑 古代 4条 須恵器
田畑 中世～近世 溝・土坑3基 須恵器
・土器・陶磁
器・鉄製品
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